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品目別の調査結果 (表３)

※暫定規制値（放射性セシウム）５００Bq/kg

(表１)

(表２)

いわき地方の米の放射性物質緊急調査結果

米以外の農林畜産物の調査結果

放射性物質
が検出され
なかったも
のの数

放射性物質が検出された
ものの数

計1
規制値内で
検出された
ものの数

暫定規制値
を超過した
ものの数

27

ホウレンソウ(施設)

ナバナ

トマト(施設)

ネギ

39 0

計39
規制値内で
検出された
農家戸数

暫定規制値
を超過した
農家戸数

　福島県が行ったいわき地方の１月の農林
畜産物のモニタリング調査結果をお知らせ
します。
　まず、米の緊急調査の結果ですが、県北
地方の玄米から基準の５００ベクレルを超
える玄米が確認されたことから、いわき地
方でも調査を行いました。調査した２，８
５８戸のうち、９８．６％に当たる２，８
１９戸からはセシウムが検出されず、検出
された農家の玄米でも４月からの新基準で
ある１００ベクレルを超えたものはありま
せんでした。（表１）
　次に米以外ですが、調査した１６品目２
８点のうち、ユズ１点が規制値を超えまし
たが、その他の１５品目２７点は検出限界
値以下でした。（表２、表３）
　なお、２月１３日現在、いわき地方産の
農林畜産物で出荷が規制されているのは、
栽培きのこの原木なめこ（露地栽培）や野
生きのことユズ、加工品では乾シイタケと
なっています。
　調査結果は、福島県のホームページ「ふ
くしま 新発売。｣の農林水産物モニタリン
グ情報で簡単に検索できますので、結果を
確認し、ご納得のうえ是非いわき市産の農
林畜産物をご賞味ください。
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暫定規制値を
超過した農林
畜産物の品目

葉ネギ（施設）

ミツバ(施設)

サニーレタス

コマツナ
イチゴ（施設）

　１点も放射性物質が検出されな
　かった農林畜産物の品目

「JAいわき市ファーマーズ
マーケット（直売所）部会
研修会」が開催されまし
た。

原乳
牛肉
菌床ナメコ(施設)

キャベツ

ユズ

ブロッコリー

シュンギク(施設)

　１月２４日（火）、小名浜の結婚式場
「カルチェ ド シャン・ブリアン」におい
て、ＪＡいわき市ファーマーズマーケット
部会の主催により平成２３年度第３回研修
会が開催されました。
  研修会には部会員約７０名が出席し、春
野菜栽培及び食品表示等について説明が行
われました。
  始めに、「春野菜の栽培について」とし
て種苗会社担当者よりグリーンカーテンを
目的とした野菜の紹介や主な春野菜の栽培
に当たっての留意事項等が説明されまし
た。
  続いて、「震災・放射線対策と今後の地
域農業の取組について」としていわき農林
事務所農業普及指導員より説明しました｡
　内容は、震災・津波による浜通りの耕作
地や農作物の被害の概況、原子力発電所事
故に伴い県が行っている農産物モニタリン
グや土壌放射線量調査、米の緊急調査結果
の概要、農地除染への取組み等でした｡
　参加者からは、いわき市民を対象に、広
くこのような講演を開催し、風評被害の払
拭に努めて欲しい等の意見もありました。
  最後に、いわき農林事務所食品表示担当
者より食品表示のポイントなどを解説した
「食品表示マニュアル（農産物漬物編）」
の資料により正しい漬物類の表示方法につ
いて説明を行いました。



　   （ファーマーズマーケット部会研修会の様子）      （プラウによる反転耕実演の様子）

（水産物の放射性物質に関する調査結果説明会の様子）

｢農用地除染に伴う反転耕実
演会｣を開催

｢水産物の放射性物質に関す
る調査結果説明会」が開催
されました。

　参加者は、消費者に対する商品選択のた
めの正しい情報提供の重要性について理解
を深めていました。
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　２月２日（木）、いわき市大久町小久地
区において、福島県の主催により、農用地
除染のための「反転耕実演会」が開催さ
れ、関係機関・団体、農業者等１５０名を
超える方が参加されました。
　県では、農用地の除染について、ほ場の
表土剥ぎ取り技術の実証や放射性物質の吸
収抑制対策技術の開発を国等と連携しなが
ら進めています。
　反転耕は、プラウ（トラクタに接続する
機械）により表層土を下層に、下層土を表
層に土層を反転させる技術として、表土除
去が行えないほ場や水利の不便なほ場に対
して有効となるものであり、廃棄土が出な
いメリットもあることから、この技術を広
く農業者に理解していただくために実演会
を開催したものです。
　実演会は始めに座学を１時間程度行いま
した。参加者からはプラウ以外を使っての
除染方法や除染計画策定の進捗状況等熱心
な質問が出ました｡
　続いてほ場において実演が行われ、反転
耕の４つの工程、大型機械を使っての①プ
ラウによる反転耕（土の天地返し）、②ト
ラクターによる踏圧（土を踏んで表面を締
める）、③バーチカルハローによる砕土
（固まった土を細かくする）、④レーザー
レベラーによる均平（土の表面を平坦にす
る）作業が手際よく進められました。
　いわき農林事務所では、今後も農林地の
除染技術の普及を加速させ、いわき市が計

画し実施を行う除染作業等を支援していく
こととしています。

　２月１０日（金）、いわき市中央台公民
館において、県水産試験場の主催により、
いわき地区の漁業関係者約８０名が参加し
「水産物の放射性物質に関する調査結果説
明会」が開催されました。
　説明会では、水産試験場担当者から３つ
の課題について発表がありました｡
　最初の「水産物の放射性物質モニタリン
グ調査結果について」では、エビ・カニ
類、イカ・タコ類、貝類などにおいては放
射性セシウムの濃度が低い傾向にあるこ
と、海域別では原発南側の浅い海域の魚介
類で濃度の高い状況が続いていること等が
報告されました。
　次に「魚の部位ごとの放射性セシウム測
定結果について」では、肝臓や卵巣など筋
肉以外の部位は筋肉より濃度が低いことが
報告されました。



   （ドンワッセうえだ 駅まえ市での品定めの様子）

　（いわき菌床椎茸組合で施設の説明を受ける様子）

   （田人観光いちご園でのイチゴの摘み取りの様子）

第２回 「直売所と生産施設
めぐり」を開催

　最後に「魚介類の餌料生物等の放射性セ
シウム調査について」では、魚のエサとな
る小型のエビ・カニなどは時間経過ととも
に濃度が低下する傾向にあるものの、沖合
のゴカイの仲間では比較的高い傾向にある
ことから、今後も動向を注視していく必要
があることが報告されました。
　水産試験場では、今後も適宜報告会を開
催し、漁業者との情報共有を図ることとし
ています。

※本県の魚介類のモニタリング結果は福島
県水産試験場ホームページにも掲載されて
いますのでご覧ください。
（http://wwwcms.pref.fukushima.jp）
　

　１月２８日（土）、植田町の「ドンワッ
セうえだ　駅まえ市」ほかにおいて、いわ
き農林事務所主催による第２回いわきの農
産物「直売所と生産施設めぐり」が実施さ
れました。
　この事業は、東日本大震災及び原子力発
電所事故により避難を余儀なくされた双葉
郡の避難者と最寄りの直売所、農産物の生
産施設を見学を通じて結ぶものです。前回
の広野町の仮設住宅に続いて、今回は双葉
町の仮設住宅居住者を対象にして行い、２
４名の参加がありました。
　始めに訪れた田人観光いちご園では、ハ
ウスでイチゴを生産する蛭田氏より施設の
説明を受けた後、甘い香りの真っ赤なイチ
ゴ「章姫（あきひめ）」を摘み取って味わっ
たほか、ハウス内で直売しているイチゴを
行列になって購入していました。
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　次に訪れた植田町の直売所「ドンワッセ
うえだ　駅まえ市」では、勿来地域で取れ
た新鮮な農産物や加工品などを買い求めて
いました。
　参加者からは、「植田駅前にこのような
店舗があったことを初めて知った」、「今
後も積極的に利用したい」等の声が聞かれ
ました。
　３箇所目に訪れた渡辺町の農事組合法人
いわき菌床椎茸組合では、磯上理事から安
全・安心のための取組みや椎茸の生産工程
について説明を受け、参加者は関心すると
ともに初めて見た菌床椎茸の様子に驚いて
いました。
　また、参加者の中には自分で菌床椎茸を
生産してみたいので相談したいなどの具体
的な要望もありました。
　最後は「いわき・ら・ら・ミュウ」を訪
れ、多くの魚介類や海産物などを購入まし
た。
　この「直売所と生産施設めぐり」の実施
により、消費者と生産者との交流による絆
づくりが図られるとともに、風評被害払拭
のための安全・安心の取組みについて理解
を深めていただくことができました。



　（田んぼの学校修了式で感想を発表する様子）

 （間伐材で本立てを製作する様子(汐見が丘小学校)）

    （田んぼの学校修了証書授与の様子）
　(間伐材で本立てを製作する様子(勿来第三小学校)）

　１月２５日（水）及び２月７日（火）に
いわき市立汐見が丘小学校及び勿来第三小
学校において、田人林業研究会の主催によ
り森林・林業体験学習が開催されました。
　今回の森林・林業体験学習は、スギの間
伐材を利用した作品づくりを通じて地元の
山の役割や木材の使われ方について知るこ
とを目的として行われました。
　始めに、田人林業研究会の豊田会長から
福島県やいわき市の森林の状況や森林の持
つ重要な役割についての話を聞いた後、児
童は、糸ノコを使い各自思い思いのデザイ
ンでオリジナルの本立てを仕上げました。
　児童たちは、始めのうち道具の使い方に
とまどっていましたが、講師の手ほどきを
受け、皆仕上がりに満足した様子でした｡
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　いわき農林事務所では、このような体験
学習を通じて森林のもつ多面的機能等につ
いて普及・啓蒙を図っていくこととしてい
ます。

「森林・林業体験学習」が
開催されました。

　１月２５日（水）、いわき市立夏井小学
校において、同小学校と連携して実施する
「田んぼの学校」の修了式を行いました。
　始めに、児童たちは「田んぼの学校」の
１年間を振り返り、これまで活動に協力し
ていただいた田んぼの学校応援団の皆さん
の前で、ぼかし肥づくりから脱穀までの活
動について感想を発表しました。

田んぼの学校｢修了式｣を開
催

　その後、昨年４月から田んぼの学校活動
を行ってきた５年生児童に田んぼの学校の
阿部校長から修了証書が授与され、児童た
ちは１年間の活動と成果を振返っていまし
た。
　今回で夏井小学校においての「田んぼの
学校」活動は終了しますが、これまでの活
動体験が子どもたちの成長に大いに役立っ
たものと思われます。
　なお、次年度は新たな学校を対象として
「田んぼの学校」活動がスタートする予定
です。



　（グリーン・ツーリズム推進会議の様子）

　

平成２３年度　グリーン・
ツーリズム推進会議を開催

　１月３１日（火）、県いわき合同庁舎に
おいて、平成２３年度いわき地方グリー
ン・ツーリズム推進会議を開催しました。
　実践団体、行政機関等１５団体が出席し
て、各団体の今年度の取組実績及び来年度
の計画についての説明がありました。各団
体は、東日本大震災により活動の中断を余
儀なくされたものの、夏以降、屋内施設を
利用したツアー、農産物収穫体験等を実施
しており、来年度に向けての意気込みが伝
わってきました。
　意見交換会では、受入体制や体験行事に
ついての質疑応答や各団体からの意見・要
望、情報交換があり、グリーン・ツーリズ
ムの推進は実践団体が中心となり活動の継
続やいわきの現状の姿を情報発信すること

が重要であることを再認識し、とても有意
義な内容となりました。
　県では引き続き、グリーン・ツーリズム
の推進による地域の活性化により魅力ある
農山漁村の形成を図ることとしています。

※グリーン・ツーリズム：農山漁村地域にお
いて自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在
型の余暇活動
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○ ふくしまの最新情報を「ふくしま 新発売。」に掲載していますのでどうぞ
 ご利用ください。
　 http://www.new.fukushima.jp/index.html
　 １　「がんばろう ふくしま応援店！」一覧
　 ２　イベント情報
　 ３　農林水産物モニタリング情報
     (1)モニタリング情報検索
     (2)出荷制限等一覧表

○ 行事のお知らせ
 　第２回いわき地域産業６次化ネットワーク交流会
   　日時　３月１２日（月）15:00～
   　場所　県合同庁舎４階大会議室
     内容　詳細は、後日ホームページ等でお知らせします｡
     主催　いわき地域産業６次化運営会議

◎　皆様からのご意見・情報をお待ちしております。

福島県いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課
  　〒970-8026　福島県いわき市平字梅本１５番地
                    　　（県いわき合同庁舎 ３階）
         TEL (0246)24-6152  FAX (0246)24-6196
  U  R  L　http://www.pref.fukushima.jp/norin-iwaki/
  E- Mail  iwaki.nourin@pref.fukushima.jp

  「東日本大震災」及び｢原発事故｣からの復興のために！

　がんばっぺ“ふくしま!!”
   がんばっぺよ“いわき!!”




